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 名前の由来は花のつく穂が苞（ほう）に覆われ

ていて、少し曲がっている形状が小海老の尻尾に

似ていることによります。朱色の幾重にも重なっ

た苞の間から小さな白い花が顔を出すように咲き 

ます。 

 原産国はメキシコで高さ１ｍくらいの常緑低木

です。木であるにも関わらず、和名に「木」では

なく「草」が入るのは、一年目から花が咲くので

一年草のように楽しめ、ま

た一年目の幹は表皮が緑色 

で草のように見えることか 

らです。 

 開花時期は夏ですが、耐

寒性があるためほぼ一年中 

咲き続けます。  

 花言葉は「ひょうきん」

「思いがけない出会い」。        
 

（小山四丁目・東 美佐栄）   

「まちかど」カラー版は、品川区役所ホームページからご覧いただけます。https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/ 
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花 め ぐ り  

谷
内 

眞
紀
子
／
小
山
台
一
丁
目
町
会 

 

佐
藤 

年
子
／
小
山
台
一
丁
目
東
町
会  

木
村 

美
智
代
／
小
山
台
二
丁
目
町
会  

河
原 

マ
サ
江
／
小
山
一
丁
目
町
会  

大
森 

久
恵
／
小
山
二
丁
目
東
部
町
会 

 

髙
橋 

元
嘉
／
小
山
二
丁
目
西
部
町
会  

澤
田 

恵
子
／
小
山
三
丁
目
町
会  

東 

美
佐
栄
／
小
山
四
丁
目
町
会  

石
井 

恒
男
／
小
山
五
丁
目
町
会  

吉
田 

久
美
子
／
荏
原
一
丁
目
町
会 

伊
藤 

茂
実
／
荏
原
二
丁
目
町
会  

池
田 

晴
夫
／
荏
原
三
丁
目
町
会  

大
久
保 

加
代
／
荏
原
四
丁
目
町
会 

 

青

木 

富

代

／

中

原

共

和

町

会  
。 

 

 

   
   

 小山二丁目東部町会の後 

地大樹会です。私は、この 

たび六代目会長に就任しま 

した。現在会員は７０名に 

なるのですがコロナの関係 

で１泊旅行も行かれず、毎 

週ボッチャと輪投げをやっ 

てますが参加者は１０名位 

と寂しいです。今月からカ 

ラオケが始まりましたが、歌う人は囲いの中で歌ってマイ

クはカバーをかけて消毒します。最初は声が出なかったの

ですが２曲目から声も出るようになり、コロナでいかに声 

を出さなかったのかと思いました。 

 早くコロナも終息に向かい、皆で行事が出来るよう願っ 

ています。 

（後地大樹会会長・瀧田 美代子） 

。 

高齢者クラブ紹介 

後地大樹会  

（小山二丁目東部町会）  

コエビソウ（小海老草） 

シリーズ 

品
川
平
塚
剣
友
会
⑦ 

 
 

 

 

～
剣
道
の
寒
中
稽
古
と 

 
 

 
 

 
 

暑
中
稽
古
～ 

 

み
ん
な
の
憩
い
の
場
『
公
園
』 

  

管
理
・
維
持
担
当
【
公
園
課
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

の
お
仕
事 

っ 

目
の
前
は
湿
気
で
曇
り
ま
す
。
剣
道
は

相
手
の
目
を
見
て
相
手
の
行
動
を
察
し

て
戦
う
武
道
で
す
が
思
う
よ
う
に
で
き 

ま
せ
ん
。

 

夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒
さ
の
中
行
う
稽

古
に
よ
り
、
体
の
成
長
、
辛
抱
強
い
心

や
忍
耐
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

指
導
し
て
い
ま
す
。 

（
荏
原
三
丁
目
・
池
田 

晴
夫
） 

 

剣
道
に
は
黙
々
と
行
わ
れ
る
普
通 

の
稽
古
会
の
他
に
、
『
寒
中
稽
古
』

と
『
暑
中
稽
古
』
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
寒
中
見
舞
い
や
暑
中

見
舞
い
の
お
便
り
が
行
き
交
う
時
期

に
行
う
厳
し
い
稽
古
会
で
す
。
現
在

は
冷
暖
房
の
管
理
さ
れ
た
道
場
等
で

稽
古
す
る
の
で
、
余
り
経
験
が
無
い 

と
思
い
ま
す
。 

『
寒
中
稽
古
』
は
早
朝
か
ら
の
稽

古
の
た
め
着
替
え
も
寒
さ
に
震
え
、

道
場
の
床
を
素
足
で
踏
む
第
一
歩
は

格
別
で
氷
の
上
を
歩
く
感
じ
で
す
。 

30
分
も
経
つ
と
稽
古
着
や
面
か
ら
湯 

気
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
辛
抱
し
て

稽
古
す
る
こ
と
で
気
力
の
充
実
を
鍛

え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子

供
達
に
は
健
康
上
の
事
を
考
え
て
そ 

こ
ま
で
の
指
導
は
し
ま
せ
ん
。 

『
暑
中
稽
古
』
は
真
夏
の
暑
い
時

期
の
稽
古
会
を
言
い
ま
す
。
今
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
透
明
の
樹
脂
で
面

の
中
に
シ
ー
ル
ド
を
つ
け
剣
道
マ
ス

ク
を
し
て
稽
古
を
す
る
と
、
す
ぐ
に 

あさひ公園 

(水車をイメージした彫刻) 
。 

「 

 

品
川
区
内
に
は
、
区
の
管
理
す
る 

2
7
2
の
公
園
等
が
あ
り
、
荏
原
第
一 

地
区
管
内
の
公
園
は
24
か
所
あ
り
ま
す 

 
さ
ら
に
武
蔵
小
山
駅
前
通
り
の
再 

開
発
事
業
の
竣
工
に
よ
り
、
25

か
所 

目
の
公
園
、
コ
ヤ
マ
サ
ン
ス
ク
エ
ア
」

が
誕
生
し
、
そ
の
商
業
施
設
棟
二
階
に

は
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま 

す
。 

 

現
25
か
所
の
公
園
を
日
々
、
維
持
・ 

管
理
し
て
い
る
部
署
が
公
園
課
で
す
。

担
当
の
方
に
お
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

伺
い
ま
し
た
。 

 

〇
公
園
内
の
樹
木
の
管
理
（
年
1
回
以 

 

上
、
枝
の
伸
び
た
樹
木
の
剪
定
や
除 

 

草
等
） 

〇
公
園
内
の
清
掃
（
週
1
～
3
回
） 

〇
公
園
内
に
あ
る
公
園
便
所
の
清
掃 

 

（
1
日
1
回
以
上
、
毎
日
） 

 

荏
原
四
丁
目
町
会 

 
  

   

今
年
の
お
祭
り 

身
近
に
あ
る
公
園
で
す
が
、
施
設

や
彫
刻
、
花
壇
の
四
季
折
々
の
花
や

木
々
を
眺
め
な
が
ら
、
ひ
と
つ
、
ふ

た
つ
隣
の
公
園
ま
で
足
を
延
ば
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

（
小
山
四
丁
目
・
東 

美
佐
栄
） 

。 、 

〇
公
園
内
に
あ
る
施
設
の
点
検
お
よ
び  

 

清
掃
（
植
栽
・
花
壇
・
休
憩
所
・
ベ 

 

ン
チ
・
ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り
台
・
砂
場 

 

等
） 

  

い
つ
も
き
れ
い
な
状
態
が
維
持
さ
れ 

て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
き
め
細
か
い

管
理
と
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
る
か
ら 

で
す
ね
。 

ま
た
、
特
色
あ
る
公
園
を
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

●
あ
さ
ひ
公
園
（
小
山
二
丁
目
） 

 

昔
の
品
川
用
水
周
辺
の
風
景
の
再
現 

 

を
テ
ー
マ
と
し
て
整
備
さ
れ
た
公
園 

 

 

用
水
路
を
模
し
た
流
れ
風
施
設
や
、 

 

 

そ
こ
に
架
か
る
石
橋
、
水
車
を
イ 

 

メ
ー
ジ
し
た
彫
刻
が
設
置
さ
れ
て
い 

 

ま
す
。 

 

●
不
動
前
緑
道
・
武
蔵
小
山
緑
道 

 

 

東
急
目
黒
線
の
地
下
化
に
伴
い
、
そ 

 

 

の
上
部
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
児
童 

 

 

遊
園
。
ビ
オ
ト
ー
プ
「
生
き
も
の
の 

 
  

 
 

 

す
む
と
こ
ろ
」
風
の
流
れ
、
遊
具
、 

 

 

鉄
道
敷
地
を
示
す
電
車
風
の
パ
ー
ゴ 

 

 

ラ
等
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
令
和
2 

 

 

年
度
に
通
路
部
分
が
土
系
舗
装
さ
れ 

 
と
て
も
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

●
小
山
台
公
園 

 

高
低
差
の
あ
る
3
つ
の
部
分
か
ら
な 

 

る
公
園
で
、
様
々
な
年
齢
層
の
人
の 

 

 

利
用
に
対
応
で
き
る
施
設
が
備
え
ら 

 

れ
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
2
年
連
続
中
止
に
な 

た
「
お
祭
り
行
事
」
は
、
今
年
こ
そ

は
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
終
息
が
ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん 

 

氏
神
様
で
あ
る
三
谷
八
幡
神
社
で 

は
祭
礼
の
神
事
は
行
い
ま
す
が
、
神

楽
殿
で
の
余
興
や
露
店
の
出
店
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
山
両

社
祭
、
連
合
渡
御
も
中
止
と
な
り
ま 

し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
当
町
会
で
は
町

会
、
鳳
和
会
の
役
員
が
協
議
し
、
な

ん
と
か
お
祭
り
気
分
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
、
元
気
で
コ
ロ
ナ
禍
を
の
り 

き
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、
次
の
よ
う
な
催
し
の
企
画
を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

①
「
新
生
児
育
成
入
魂
」
の
神
事 

こ
れ
は
、
み
魂
を
入
れ
た
お
神
輿 

の
下
を
新
生
児
と
親
御
さ
ん
が
一 

緒
に
く
ぐ
り
、
お
子
さ
ん
の
無
事 

成
長
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
開
始 

 

し
て
か
ら
7
年
経
ち
ま
す
が
毎
年 

10
組
か
ら
20
組
位
の
申
し
込
み
が 

あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
中
止
し
た
2
年
間
も
含
め 

3
歳
児
ま
で
拡
張
し
実
施
す
る
予 

定
で
す
。 

②
子
供
の
山
車
の
町
内
引
き
回
し
、 

間
隔
を
十
分
と
り
な
が
ら
実
施 

 
今
回
は
、
子
供
を
主
と
し
た
行
事 

 

に
特
化
し
お
祭
り
の
気
分
を
味
わ 

 

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 

 

よ
っ
て
神
酒
所
の
設
営
は
致
し
ま 

 

せ
ん
。
現
時
点
（
令
和
4
年
7
月 

 

15
日
）
で
は
以
上
の
様
な
予
定
で 

 

す
が
、
今
後
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況 

 

に
よ
っ
て
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な 

 

い
こ
と
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

（
荏
原
四
丁
目
町
会
会
長 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐
藤 

眞
一
） 

新
ま
ち
か
ど 

 
 
 

広
報
委
員
紹
介 

小山四丁目「唯称寺」 

若島さんの玄関先 


